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1. はじめに 

教職コアカリキュラムは，各教科の指導法科目に対し
「模擬授業の実施とその振り返りを通して，授業改善の
視点を身につけること」を求めている。この段階での振り
返りは，メタ的認知活動を通して授業構成力を獲得する
ため教員養成系において重要なプロセスといえる。 

また，学びの方法が「協調的知識創造型」へ急速に変容
しようとしている昨今，学習科学や CSCL（Computer 
Supported Collaborative Learning）の考え方に沿ったシス
テム開発とその活用による支援は重要性を増している。 

教職系の指導法科目における模擬授業において CSCL
を適用した例としては，平中 （1）により独自 LMS の開発
とその活用があり，平中ほか（2）ではその拡張的運用と実
践における分析がなされている。 

前述の例においては，協調的な学びを支援する目的は
達成できているものの，益川・白水（3）による『今後の ICT
支援に必要とされる“参加する学習者一人一人の考え方の
「違い」の可視化”』の実現には至っていない。また，模
擬授業における個々の学習者による経験知を，現在及び
将来の受講者に対するナレッジとして再利用性を高め，
支援の高度化を図ることも必要である。 

これらの実現に際しては，テキストデータをシステム
が分析できるようになる必要がある。そこで，LMS に蓄
積されたテキストデータに対して基本的な自然言語処理
を施し，個々の学習者の違いを特徴語から探ることがで
きないか検討することにした。手始めに文章データの中
で違いが現れやすく，フィードバックに際して効果が期
待できる模擬授業の振り返り記述に着目したい。 
 
2. 目的 

平中ほか (2)で用いられている模擬授業支援システムに
蓄積された振り返り記述に関するテキストデータを対象
に，一人一人の「違い」を可視化するための自然言語処理
を用いた手法を探るともに，その結果を直接的および間
接的にフィードバックするための素材をバックエンドサ
ーバで生成することを目的とした。 

3. 方法 
3.1 対象データ 

福島大学人間発達文化学類及び共生システム理工学類
における，小学校理科及び中学校・高校理科の指導法科目
で実施された模擬授業で生成されたデータを対象とする。
模擬授業の実施およびそれに係るプロジェクト学習は，
平中ほか (2)による。データ蓄積は 2015～2018 年度の 4
年間に渡って LMS 上で行われており，この間の受講者は
延べ 600 名程度である。 

受講者による振り返りの記述は，1 回の模擬授業にあた
り 2 回行われている（表 1）。1 回目は模擬授業の前日ま
でに行われ，実施目標および準備状況についての 6 項目
が記述される。2 回目は，模擬授業直後の事後協議（テー
ブル・全体），授業外における担当教員との事後協議を経
た後1 週間以内に行われ，計8 項目が記述されている。 

表 1 記述された振り返り内容のデータ 

回 主項目 副項目 

１
回
目
（
事
前
） 

模擬授業を実施するにあた
っての「願い」や「ねらい」 

児童役に対して 

自身の成長に対して 

個人として「実際におこなっ
た準備」と「そこから学んだ
こと」 

おこなった準備 

そこから学んだこと 

グループとして「実際におこ
なった準備」と「そこから学
んだこと」 

おこなった準備 

そこから学んだこと 

２
回
目
（
事
後
） 

45 分間の模擬授業において
「学んだこと」 

教師として 

教材について 

子どもについて 

受講者から受けた事項を踏
まえ，今後具体的に「おこな
っていきたい」こと 

教師として 

教材について 

子どもについて 

設定した「願い」や「ねらい」
に対して達成できたこと 

児童役に対して 

自身の成長に対して 
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3.2 システム構成 
開発にあたっては，OSS (Open Source Software) の利用

を基本として開発を進めた。サーバはLMS 本体を動作さ
せるフロントエンドに加え，今回，分析および素材生成を
担うスタッフ専用のシステムを新たに構築し，バックエ
ンドサーバを動作させる 2 台構成とした。それぞれの開
発はプログラム言語に PHP7.2 を，データベースに
MySQL5.7 を用いた。フロントエンドで動作する LMS 及
びバックエンドのシステムはともに平中ほか（2）のものを
拡張して使用した。 
3.3 特徴語抽出処理 

特徴語抽出はバックエンドサーバにおいてバッチ処理
する形で設計し，形態素解析，TF-IDF 算出，該当文章の
抽出処理の順で行うものとした。 

形態素解析には mecab 0.996 を用いた。システム辞書
には mecab-ipadic-neologd を使用し，模擬授業及び理科
の単元内容に関わる 2000 語強の単語登録をおこなった
ユーザー辞書を併用した。分析対象は，名詞（一般，サ変
接続，形容動詞語幹，固有名詞，副詞可能），動詞，形容
詞，副詞の各表層語に対する基本形で整理し，それ以外の
品詞については除外した。 

TF-IDF の算出処理は PHP で実装した。計算に用いる文
章単位（保存レコード別，受講者別，振り返り副項目別，
模擬授業別）を変更できるよう設計した。各文章単位にお
ける単語の TF-IDF は，フロントエンドでの応答性を高め
るためバッチ処理時にすべてのパターンについて計算し，
結果を DB に保存する形とした。 

 
4. 結果 
4.1 受講者別特徴語とフィードバック語群の抽出 

受講者別の特徴語抽出にあたっては，同一受講者の記
述を 1 つの文章として取り扱い，TF-IDF が 30～200 程
度に相当する語を特徴語として抽出した（図 1）。続いて，
各振り返り項目を文章とみたデータにおいて各単語の
TF-IDF を算出し（図2）， 300～1000 に相当する語群を
抽出した。その語群と受講者の特徴語について差集合を
とり，フィードバック導出用の語群を得た。これによりフ
ィードバック素材として，自身が使用した語句の特徴の
明示化と，他者との「違い」に関わる語群の活用を可能に
することが可能となった。 
4.2 フィードバック素材の生成 

素材の生成に際しては，模擬授業に際して担当教員が
行った講評のテキストデータ（819 文章）をベース文章
として試行的に用いることにした。前述の導出語群を用
いて検索を行うことにより，ベース文章より 50～100 程
度が抽出された。 

5. 考察 
生成されたフィードバック素材がやや多く，単語によ

り生成数のばらつきが生じやすいため，適正数に絞り込
む手法とパラメータの調整が必要である。この課題に対
して平中（4） による結果を援用し，動詞に限定してベース
文検索を行うことで良好な絞り込みが期待される。 

また，ベース文章の記述について，フィードバック導出
語群を意識したものに調整したり，適切なタグ付けを行
ったりすることで解決できる可能性もあり，双方の可能
性を追求していく必要がある。 

 
6. おわりに 

今後，フロントエンド LMS で試行的運用を続け，受
講者からのフィードバックを受けながら調整を進めて
いくことが考えられる。 
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図 1 受講者別特徴語の表示例 

 

 
図 2 単語別特徴の結果表示 
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